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【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 （小学校用）】

都道府県名 東京都

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 江東区立大島南小学校

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 １ １ １ １ １ １ ０ ６

児童数 ６ １６ ２０ ２１ ２８ ２４ ０ １１５ １２

Ⅱ 研究の課題
１．研究主題

学ぶ喜びと楽しさを感じ、確かな学力を身につける子どもの育成
－国語科と算数科における、個に応じたきめ細かな指導を通して－

２．研究内容と方法
（１）実施学年・教科

○全学年・国語科、算数科
学校として基礎的・基本的な学力の向上を図るため。
特に国語科では、これまでの授業実践と児童に対する意識調査の結果から「聞く
・話す」及び「読む」の基礎力の向上を中心にする。
また、算数科は、児童の理解の状況に差がでやすい教科であるため。

（２）年次ごとの計画

○テーマ
・個に応じたきめ細かな指導のあり方を通して、基礎的基本的な学力を身につ
けさせる。

平 ○研究の見通し
成 ・個に応じた指導法、指導体制の工夫 ・学習活動の工夫

・学んだことを定着させる活動の工夫 ・評価の工夫15
年 ○研究の内容・方法
度 ・全学年の算数科において、少人数指導及びＴ．Ｔ指導を取り入れる。

・基礎的・基本的な学力向上のため、チャレンジタイムとして、モジュール学
習やスキルアップ学習の時間を実施する。

・読む活動の充実（読書活動、音読、読み聞かせ活動）
・教科担任制（交換授業）の試行

○テーマ
・学習評価を基にした個に応じた指導方法、指導体制のあり方

平 ○研究の見通し
成 ・評価を基にした個に応じた指導法、指導体制の工夫と改善

・学んだことを定着させる活動の工夫と改善16
年 ○研究の内容
度 ・全学年の算数の授業を習熟度別少人数指導で行う。

・国語科で「話す・聞く」を中心とした授業展開を行う。
・学年の枠を取り外したチャレンジタイム（スキルアップの時間）と国語のモ
ジュール学習を充実させる。

・教科担任制の実施。

（３）研究推進体制

（平成１５年度） 第１分科会・学年
校内研究推進委員会 研

第２分科会・専科 究
校長 教頭 全

体
基礎基本部 学力向上フロンティア推進 会（ ）

※平成１６年度は変更予定
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Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

○チャレンジタイムとして、週１単位時間を設定し、主に計算練習に取り組ませた。
九九の習熟率や加減計算のスピードなどに向上が見られた。また、そのことにより
算数への苦手意識が薄らいだ児童が増えた。

○全学年の算数の授業を二人体制（担任とＴ．Ｔ指導または少人数指導）で行うこと
により、児童一人一人の学習状況の把握が容易になり、補充学習や発展学習など個
に応じた支援が適切に行う体制ができた。

○「聞く・話す」の言語環境整備のため 「よい聞き方 「よい話し方」のめあてを児、 」
童の発達段階に応じた形に作成し、学校として統一した指導ができた。

２．今後の課題

○年間指導計画の作成・整備
・算数科の習熟度別少人数指導の年間指導計画の作成及び授業展開モデルの開発。
・国語科「聞く・話す」に関する年間指導計画の作成。

○評価を生かした個に応じた指導の推進
・国語科「聞く・話す 、算数科少人数指導に関する評価基準表の作成。」
・国語科における基礎的・基本的な学力を身につけるために効果的な指導法・指導
体制の工夫を図る。

・算数の少人数指導のさらなる充実。等質グループ指導から習熟別グループ指導へ
○教科担任制、チャレンジタイムの推進

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組

○学力調査の実施
・国語と算数について、既存業者の全国学力テストを実施し、児童の学習状況の変
容を捉える。

標研式 ＣＤＴ－Ⅱテスト（日本標準）
年２回 （５月・２月） 全学年（＊５月は１学年を除く）

○生活調査の実施
・児童の生活習慣及び学習習慣についての変容を捉える。

本校独自（７月・３月） 全学年
・教職員による児童の学習状況調査を実施（５月・２月）し、教師側から見た児童
の変容を捉える。

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

○ホームページの作成
・今年度の研究内容及び実践について、本校ホームページで公開する。
（平成１５年３月末日アップ予定）

○家庭・地域への普及
・本校の取り組みついての理解と協力を得るために 「学校だより 「学年だより」、 」、
などの通信による普及。

・学校説明会、学校公開、学校評議員会等で、取り組みについて説明会を設ける。
○他校への普及
・江東区内小学校への研究成果普及のために、平成１７年１月に研究会、説明会を
開催予定。

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 □１５年度からの新規校 □１４年度からの継続校

【学校規模】 □６学級以下 □７～１２学級
□１３～１８学級 □１９～２４学級
□２５学級以上

【指導体制】 □少人数指導 □Ｔ．Ｔによる指導
□一部教科担任制 □その他

【研究教科】 □国語 □社会 □算数 □理科
□生活 □音楽 □図画工作 □家庭
□体育 □その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 □有 □無


	Ⅰ 学校の概要
	Ⅱ 研究の課題
	Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
	Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組
	Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

